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デジタル田園都市国家構想交付金の概要 2

 「デジタル田園都市国家構想」の実現による地方の社会課題解決や魅力向上の取組を深化・加速化する観点から、
従来の３交付金を「デジタル田園都市国家構想交付金」として位置付け、構想実現に向けて分野横断的な支援を実施

 令和５年度概算要求においては、計１，２００億円（＋事項要求）を要求

デジタル田園都市国家構想交付金

地方創生
交付金

地方創生拠点
整備交付金

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金

＜令和５年度イメージ＞

デジタルを活用した地域の課題解決や魅力向上の実現に向け

て、以下の取組を行う地方公共団体に対し、その事業の立ち上

げに必要なハード／ソフト 経費を支援

• 他の地域で既に確立されている優良モデルを活用した実装の

取組（優良モデル導入支援型（TYPE1））

• デジタル原則とアーキテクチャを遵守し、オープンなデータ連携

基盤を活用する、モデルケースとなり得る取組

（データ連携基盤活用型（TYPE2））

• 新規性の高いマイナンバーカードの用途開拓に資する取組（マイ

ナンバーカード高度利用型（TYPE3））

• 「転職なき移住」を実現するとともに、地方への新たなひとの流

れを創出する取組（地方創生テレワーク型）

デジタル実装タイプ（仮称）

（注）本交付金の一部は、地方大学・産業創生法に基づく交付金として執行。

デジタル田園都市
国家構想推進交付金

地域再生法に基づき、地方公共団体が策定した地方版総合
戦略に位置付けられ、地域再生計画に記載された先導的な
取組や施設整備等を安定的かつ継続的に支援

• 自立性、官民協働、地域間連携、政策間連携、デジタル社会の形

成への寄与等の要素を有する先導的な取組や施設整備等（最長

５年間）

• 東京圏からのUIJターン促進及び地方の担い手不足対策

• 省庁の所管を超える２種類以上の施設（道・汚水処理施設・

港）の一体的な整備

地方創生推進タイプ（仮称）
地方創生拠点整備タイプ（仮称）
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 TYPE1では他地域のモデルの横展開、TYPE2、３ではデータ連携基盤やマイナンバーカードの活用など、
各自治体を先行した取組となるモデルケースが求められている

デジタル実装タイプ（仮称）TYPE1/2/3の全体像

目的
デジタルを活用した意欲ある地域による自主的な取組を応援し、「デジタル田園都市国家構想」を推進するため、デジタルを活用し
た地域の課題解決や魅力向上の実現に向けた地方公共団体の取組を交付金により支援

概要

デジタルを活用した地域の課題解決や魅力向上に向けて、以下の事業を行う地方公共団体に対し、その事業の立ち上げに必要な
経費を支援
【TYPE1】他の地域等で既に確立されている優良なモデル・サービスを活用して迅速に横展開する取組
【TYPE2】オープンなデータ連携基盤を活用し、複数のサービス実装を伴う、モデルケースとなり得る取組
【TYPE3】（TYPE2の要件を満たす）新規性の高いマイナンバーカードの用途開拓に資する取組

共通
要件

①デジタルを活用して地域の課題解決や魅力向上に取り組む
②コンソーシアムを形成する等、地域内外の関係者と連携し、事業を実効的・継続的に推進するための体制を確立

詳細

デジタル実装に取り組
もうとする地域の計画

づくりを支援

※申請上限数：都道府県9事業、市町村５事業

マイナンバーカード
高度利用型
【TYPE3】

データ連携基盤活用型
【TYPE2】

優良モデル導入支援型
【TYPE1】

計画策定
支援事業

＜その他の新規要素＞

・ マイナンバーカードの利活用促進、スタートアップの活用促進など、

国の重要施策を推進する観点からの一定の優遇措置

・ KPI（デジタル実装1,000団体）達成に向けたボトムアップ支援

委託事業

優良モデル・サービス
を活用した実装の取組

国費：１億円
補助率：1/2

国費：６億円
補助率：２/３

国費：２億円
補助率：１/２

データ連携基盤を活用
した、複数のサービス
実装を伴う取組

カードの
新規用途開拓
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デジタル実装タイプの新規追加要素について 4

マイナンバーカード
高度利用型
【TYPE３】

データ連携基盤活用型
【TYPE２】

優良モデル導入支援型
【TYPE１】

計画策定
支援事業

デジタル実装に取り
組もうとする地域の
計画づくりを支援

優良モデル・サービ
スを活用した実装の
取組

データ連携基盤を
活用した、複数の
サービス実装を伴
う取組

カードの
新規用途開拓

委託事業

国費：1億円
補助率：1/2

国費：2億円
補助率：1/2

国費：6億円
補助率：2/3

対象
上限額
補助率

カード
交付率

カード
利活用

ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ
活用

地域間
連携

その他

一定以上の
交付率を
申請要件

カードの
利活用を
含む場合
は加点

一定の
地域間
連携事業
は加点

TYPE2/3採択
団体のTYPE1
申請は、データ
連携基盤と接続
するサービスの
み認める

カードの
新規用途
開拓が
必須要件

採択に
あたり交付率
を勘案

未採択団体を
優先採択

サービスの
提供主体の
場合は加点

※申請上限数：都道府県 ９事業 市町村 ５事業まで

※赤枠線内が新規追加要素

※以下のほか、デジタル田園都市国家構想総合戦略の策定における議論を踏まえ、更なる措置を検討

 基本的な制度設計は、令和３年度補正のデジタル田園都市国家構想推進交付金の内容を継続している
 一方で、変更点としては、マイナンバーカードの普及促進、スタートアップの活用、地域間連携など、重点施策を推進す
る観点から、新たな優遇措置等が講じられている
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デジタル田園都市国家構想交付金活用に向けた市としての方向性 5

各課のニーズや取組課題を集約し、横串を刺した上で、
共通する地域課題の同時解決と市施策の全体最適化を図る

（新産業創造推進局が庁内調整を担当）

方向性

10月 11月 12月 １月 2月

24週 31週 7週 14週 21週 28週 5週 12週 １９週 ２６週 ２週 ９週 16週 ２３週 30週 6週 １３週

Step❶／事前調査
（～1１月４日）

10/27関係課長会議、11/1部長会議

Step❷／全体設計
（～11月１４日）

Step❸／事業者との事前調整
（～11月３０日）

Step❹／申請準備
（12月１日～２月中旬）

1 ２ ３庁内調整

事業者 ３

相談可能期間

４

４

連携 連携

【ニーズの把握・取組課題の抽出】
各課の要望や抱えている課題、
導入を希望する技術などを調査

デジ田事務局

相談

【全体設計】
調査結果を踏まえ、取組全体を

最適化するグランドデザインを検討

【事前相談】 デジ田事務局へ事前相談を実施（～11月：素案レベルで可、12月～：申請計画書記載の上相談可）

【導入技術検討・事業者連携】
申請に当たり連携する事業者との

事前打ち合わせを実施
※詳細については、

新産業創造推進局内にて検討中

【申請に向けた調整】
連携事業者や関係各課と協同し、

申請資料の作成、
年間スケジュールの計画等を推進

相談

他の地域等で既に確立されている
優良モデル・サービスを

活用して迅速に横展開する取組

【概要】

デジタル実装タイプ ＴＹＰＥ１＜優良モデル導入支援型＞ ※申請受付：12月初旬～2月中旬

１事業当たり国費：１億円、補助率：1/2
（事業費ベース：２億円）

【補助内容】

５事業／広域連携事業は枠外とする措置あり
※未採択の地方公共団体等の事業を優先的に採択

【申請上限数】
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アンケート調査等の概要 6

実施目的
デジタル田園都市国家構想交付金の応募に向け、各課のニーズや取組課題を集約し、横串を刺した上で、
共通する地域課題の同時解決と市施策の全体最適化を目指す施策を検討するため

アンケート
回答期限

1１月４日(金) 正午まで

 各課の抱えている課題、導入を希望する技術などの要望をまとめ、意向に配慮した効率的な技術導入を目指すため、
アンケート調査等へのご協力をお願いします

アンケート
後の流れ

各課へのアンケート調査の実施

検討ステップ

Step❶／事前調査
（～1１月４日）

Step❷／全体設計
（～11月１４日）

Step❸／事業者との事前調整
（～11月３０日）

Step❹／申請準備
（12月１日～２月中旬）

新産業創造推進局
行政ＤＸ推進課

各課への依頼事項

アンケート調査への対応
＜課題・導入技術要望等＞

アンケート結果のとりまとめ
全体設計の検討

必要に応じた
個別ヒアリング等への対応

連携事業者選定
必要に応じた

事業者との打合せへの同席等

交付金応募に向けた
申請資料作成

申請資料作成に関する
相談等

※相談受付（随時）


